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安
部
公
房
と
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
一
）

―
「
異
端
者
の
告
発
」「
ど
れ
い
狩
り
」「
第
四
間
氷
期
」
を
め
ぐ
っ
て

―

糸

賀

寛

は
じ
め
に

安
部
公
房
（
以
下
、
公
房
と
略
）
は
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
以

下
、
ポ
ー
と
略
）
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ナ
ン
シ
ー
・

Ｓ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
安
部
公
房
と
の
対
話
」
（
一

九
九
四
年
八
月
『
ユ
リ
イ
カ
』
、
長
岡
真
吾
訳
）（

一
）

で
「
ポ
ー
は
、
僕
に

書
こ
う
と
い
う
気
を
起
さ
せ
た
最
初
の
作
家
で
し
た
。
」
と
ポ
ー
が
創
作

の
起
点
だ
っ
た
と
明
か
し
、
座
談
会
「
科
学
か
ら
空
想
へ

―
人
工
衛
星

・
人
間
・
芸
術
」（
一
九
五
八
年
一
月
『
世
界
』）
で
は
、
ポ
ー
に
見
ら
れ

る
「
発
明
発
見
の
精
神
は
、
今
読
ん
で
も
非
常
に
お
も
し
ろ
い
」
と
語
り
、

対
談
記
事
「
コ
ド
モ
と
マ
ス
・
コ
ミ
」
（
一
九
五
九
年
三
月
『
文
学
』
）
で

は
、
「
ポ
ー
と
か
ヴ
ェ
ル
ヌ
は
、
い
ま
だ
に
、
文
学
そ
の
も
の
と
し
て
、

正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
不
満
が
あ
る
」
と
、
ポ
ー
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
る

べ
き
だ
と
す
る
。
座
談
会
「
Ｓ
Ｆ
は
消
滅
す
る
か
」
（
一
九
六
一
年
八
月

『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
）
に
お
い
て
は
「
ポ
オ
の
ね
、
気
球
に
の
る
話
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
『
ハ
ン
ス
・
プ
フ
ァ
ー
ル
』
か
。
あ
れ
、
傑
作
だ
と
思
う

ん
で
す
。
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。
座
談
会
「
小
説
の
面
白
さ
」
（
一
九
六
六

年
四
月
『
全
電
通
文
化
』
）
で
は
、
「
語
り
の
文
学
な
ん
か
に
通
ず
る
一
つ

の
根
幹
的
な
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
通
ず
る
お
も
し
ろ
さ
」
が
ポ

ー
に
は
あ
り
、
そ
れ
が
自
分
の
小
説
の
発
想
に
繋
が
っ
て
い
る
と
述
べ
、

対
談
「
共
同
体
幻
想
を
否
定
す
る
文
学
」
（
一
九
七
二
年
一
月
一
日
『
図

書
新
聞
』
）
で
は
、
「
ポ
ー
は
、
ぼ
く
［
公
房
］
に
と
っ
て
抜
き
が
た
い
意

味
を
も
っ
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
房
は
ポ
ー
を
高
く

評
価
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
両
者
の

関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
公
房
が
読
ん
だ
蓋
然
性
の
高
い
ポ
ー
作
品
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
作
品

を
比
較
し
、
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
先
行
研
究

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
リ
ー
は
「
安
部
公
房
と
ポ
オ
」
（
一
九
七
六
年
三
月

『
ユ
リ
イ
カ
』
）
に
お
い
て
公
房
と
ポ
ー
の
類
似
点
を
六
つ
挙
げ
て
い
る
。

第
一
は
両
者
が
物
語
作
家
と
し
て
高
い
資
質
を
持
つ
点
で
、カ
リ
ー
は
「
安

部
が
、
ポ
オ
の
も
っ
と
も
注
意
す
べ
き
特
質
と
見
て
い
る
の
は
、
物
語
を

創
出
す
る
そ
の
天
賦
の
才
で
あ
」
り
、
「
ポ
オ
と
同
じ
よ
う
に
、
安
部
の

ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
と
し
て
の
才
能
は
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
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多
面
性
を
見
せ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
は
物
語
を
通
じ
て
特
定

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
点
で
、
「
ポ
オ
と
同
様
、
安
部
が
た
だ
単
に

ス
ト
ー
リ
ー
の
た
め
だ
け
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
物
語
を
語
り
な
が
ら
、
安
部
は
ひ
と
つ
の
観
念
を
展
開
し
て
ゆ
く

―
少
な
く
と
も
、
一
つ
の
ト
ー
タ
ル
な
現
実
の
イ
メ
ー
ジ
を
築
き
あ
げ

て
ゆ
く
。
」
と
主
張
す
る
。
第
三
に
公
房
も
ポ
ー
も
国
や
時
代
の
影
響
が

薄
く
、
作
品
が
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
ポ
ー
が
「
同

時
代
の
ア
メ
リ
カ
人
に
は
「
非
ア
メ
リ
カ
的
」
だ
」
と
さ
れ
た
点
と
、
公

房
が
国
内
で
「
日
本
人
よ
り
む
し
ろ
外
人
を
目
当
て
に
し
て
い
る
と
非
難

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
て
「
普
遍
性
を
作
品
に
注

入
す
る
能
力
」
が
共
通
項
だ
と
述
べ
る
。
第
四
は
両
者
が
、
「
無
意
識
の

世
界
の
現
実
を
、
悪
夢
的
な
、
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ナ
ラ
テ

ィ
ヴ
を
通
じ
て
表
現
す
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
リ
ア
ル
な
デ
テ
ィ
ー
ル

を
忘
れ
な
い
」
点
で
あ
り
、
両
者
と
も
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
奇
妙
な
夢

の
世
界
を
描
い
て
い
る
と
す
る
。
第
五
に
、
公
房
も
ポ
ー
も
作
品
を
通
じ

て
独
特
で
単
一
な
効
果
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ー

が
自
著
で
「
作
品
で
生
み
出
す
べ
き
あ
る
独
特
で
単
一
な
効
果
」
を
重
視

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
公
房
が
「
単
一
の
強
力
で
普
遍

的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
を
選
び
、
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
物
語
の
基
礎
」
と
し
て

い
る
こ
と
を
カ
リ
ー
は
指
摘
し
、
「
安
部
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
性

は
、
ポ
オ
の
効
果
の
統
一
と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
」
と
結
論
づ

け
て
い
る
。
第
六
は
、
ポ
ー
が
生
み
出
し
た
と
さ
れ
る
推
理
小
説
と
Ｓ
Ｆ

の
形
式
を
公
房
が
踏
襲
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
カ
リ
ー
は
公
房
が
「
ポ
オ

が
好
ん
で
使
っ
た
タ
イ
プ
の
伝
統
的
な
推
理
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
の
立
て
方

そ
の
ま
ま
」
を
利
用
し
て
お
り
、
か
つ
Ｓ
Ｆ
に
お
い
て
も
「
ポ
オ
の
伝
統
」

に
連
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

石
原
千
秋
は
「
安
部
公
房
「
壁

―
Ｓ
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪

―
」

〝
パ
パ
〟
の
崩
壊
」
（
一
九
八
八
年
三
月
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研

究
』
）
に
お
い
て
「
ポ
ー
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
な
ど
に
も
、

〈
も
う
一
人
の
私
〉
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。
」
と
、
両
者
に
モ
チ
ー

フ
の
共
通
点
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
岩
田
英
哉
は
「
安
部
公
房
の
変
形
能
力

：
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ

2

ン
・
ポ
ー
」
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
『
も
ぐ
ら
通
信
』
第
四
号
、

http://w
1allen.seesaa.net/article/310470292.htm

l

、
二
〇
二
一
年
十
月

最
終
閲
覧
）
に
お
い
て
、「
ポ
ー
の
影
響
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
は
仮
説
を
た
て
、
仮
説
に
従
っ
て
小
説
を
書
く
と
い
う
こ
と
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
岩
田
は
ポ
ー
の
小
説
を
「
不
可
能
事
を
設
定
し
て
（
例

え
ば
、
密
室
殺
人
事
件
）
、
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
断
じ
て
話
を
展
開
」

す
る
「
仮
説
設
定
の
文
学
」
だ
と
解
釈
し
て
お
り
、
公
房
の
エ
ッ
セ
イ
や

対
談
を
引
用
し
な
が
ら
こ
の
概
念
が
公
房
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、

お
よ
び
「
安
部
公
房
が
中
学
生
の
時
に
理
解
し
、
胸
に
抱
い
た
ポ
ー
像
が

晩
年
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
」
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

日
高
昭
二
は
「
幽
霊
と
珍
獣
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
…
…
安
部
公
房
の
一
九

五
〇
年
代
」
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
、
森
話
社
、
鳥
羽
耕
史
編
『
安
部
公

房

メ
デ
ィ
ア
の
越
境
者
《
メ
デ
ィ
ア
と
パ
ー
フ
ォ
マ
ン
ス
の

世
紀

20

②
》
』
所
収
）
で
、
公
房
は
、
ポ
ー
を
近
代
の
Ｓ
Ｆ
の
始
祖
と
み
な
し
、

ポ
ー
か
ら
シ
ェ
ク
レ
イ
に
至
る
作
家
を
「
不
可
能
性
を
仮
定
し
て
、
逆
に

現
実
へ
の
批
判
や
風
刺
を
こ
こ
ろ
み
」
（
日
高
、
以
下
同
様
）
た
存
在
と

し
て
認
識
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
日
高
は
、
ポ
ー
を
「
科
学
時
代
の
「
商

品
」
を
め
ぐ
る
一
種
詐
欺
的
な
行
為
」
を
描
い
た
作
家
と
し
て
お
り
、
公

房
の
戯
曲
「
少
女
と
魚
」
（
一
九
五
三
年
七
月
『
群
像
』
）
に
お
い
て
「
少

女
の
眼
か
ら
大
量
に
あ
ふ
れ
る
涙
が
病
を
癒
す
と
い
う
効
能
に
反
応
し
た
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社
長
夫
婦
や
詐
欺
師
の
よ
う
な
博
士
が
、
そ
の
涙
の
「
商
品
化
」
を
め
ぐ

っ
て
暗
躍
」
し
て
い
た
こ
と
や
、
短
編
「
鍵
」
（
一
九
五
六
年
三
月
『
群

像
』
）
に
出
て
く
る
、
「
絶
対
に
開
か
な
い
と
い
う
「
鍵
十
字
」
を
製
作
し

て
そ
の
特
許
を
め
ざ
し
て
い
る
」
叔
父
が
実
は
「
錠
前
破
り
の
兇
状
持
ち
」

だ
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
公
房
も
詐
欺
や
商
品
、
科
学
技
術
を
扱
っ
て

い
た
と
述
べ
る
。
ま
た
公
房
の
戯
曲
「
ど
れ
い
狩
り
」
（
一
九
五
五
年
七

月
『
新
日
本
文
学
』
）
が
、
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
珍
獣
が
事
件
の
焦
点

と
な
る
点
で
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
と
類
似
し
、
ま
た
、
「
タ
ー
ル
博
士

と
フ
ェ
ザ
ー
教
授
の
治
療
法
」
に
見
ら
れ
る
「
人
間
が
閉
ざ
さ
れ
る
恐
怖

を
、
逆
に
横
溢
す
る
哄
笑
へ
と
反
転
す
る
」
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
、
本
作
の

構
成
に
、
「
タ
ー
ル
博
士
と
フ
ェ
ザ
ー
教
授
の
治
療
法
」
に
「
宥
和
治
療

法
」
が
登
場
す
る
点
が
、
本
作
で
「
動
物
磁
気
治
療
法
」
な
る
治
療
法
が

登
場
す
る
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
る
。

藤
井
貴
志
は
「
〈
マ
ネ
キ
ン
の
詩
学
〉
：
安
部
公
房
の
〈
人
形
愛
〉
」
（
二

〇
一
七
年
一
月
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
）
で
、
主
人
公
が
放
浪
し
た
末
に

芸
術
家
の
ア
ト
リ
エ
に
辿
り
着
く
点
、
そ
こ
で
若
い
女
を
モ
デ
ル
に
し
た

芸
術
作
品
を
見
つ
け
る
点
、
「
芸
術
作
品
へ
の
入
魂
、
そ
れ
と
引
き
換
え

の
モ
デ
ル
の
死
」
が
起
き
た
こ
と
を
知
る
点
で
、
公
房
「
薄
明
の
彷
徨
」

（
一
九
四
九
年
一
月
『
個
性
』
）
と
ポ
ー
「
楕
円
形
の
肖
像
」
が
類
似
し

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
房
と
ポ
ー
の
関
係
は
創
作
技
法
や
テ
ー
マ
の
類
似

性
に
つ
い
て
包
括
的
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
比
較

は
乏
し
い
。
先
行
研
究
中
、
個
別
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
石
原
、

日
高
、
藤
井
だ
が
、
前
二
者
は
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
具
体

的
に
影
響
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
藤
井
だ
け
で
あ
る
。

二
、
安
部
公
房
の
読
ん
だ
ポ
ー
作
品

公
房
の
親
し
い
友
人
だ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
安
部

公
房
ほ
ど
日
本
的
な
作
家
は
い
な
い

―
『
安
部
公
房
全
集
』
の
完
結
に

寄
せ
て
」
（
二
〇
〇
九
年
三
月
『
波
』
）
に
は
、
「
安
部
は
外
国
語
が
出
来

な
か
っ
た
。
（
中
略
）
学
校
で
習
う
英
語
さ
え
片
言
も
覚
え
な
か
っ
た
。
」

と
あ
る
。
公
房
自
身
も
、
「
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
宛
書
簡

第

信
」
（
一

3

九
六
八
年
四
月
）
で
「
五
月
に
大
江
健
三
郎
君
が
ア
メ
リ
カ
に
行
く
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
英
語
の
出
来
な
い
私
は
、
う
ら
や
ま
し
く
思
う
だ
け
で
、

彼
の
真
似
は
出
来
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
、
講
演
「
言
葉
と
肉
体
の
あ
い
だ
」

（
一
九
七
八
年
十
月
、
早
稲
田
大
学
小
野
講
堂
）
で
も
「
外
国
語
の
能
力

の
低
さ
と
き
た
ら
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い
ぐ
ら
い
低
い
の
で
す
。
自
分

で
悲
し
く
て
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
外
国
語
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
と

マ

マ

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
公
房
は
英
語
が
不
得
手
で
あ
り
、
ポ

ー
を
日
本
語
で
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
翻
訳
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
内
的
亡
命
の
文
学
」
（
一
九
七
九
年
六
月
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
）
で
公
房
は
、
「
僕
ら
は
そ
れ
［
世
界
文
学
全
集
］
を
、
中

学
の
終
り
か
ら
、
旧
制
高
等
学
校
の
は
じ
め
ぐ
ら
い
の
年
代
に
、
つ
ま
り

十
五
、
六
歳
の
時
期
に
読
ん
だ
。
」
と
述
べ
、
「
自
筆
年
譜
」
（
一
九
六
〇

年
十
二
月
、
筑
摩
書
房
『
新
鋭
文
学
叢
書

安
部
公
房
集
』
）
で
も
「
中

2

学
時
代
に
、
「
世
界
文
学
全
集
」
を
読
み
、
特
に
ポ
ー
に
強
い
印
象
を
受

け
」
た
と
あ
り
、
一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
頃
に
世
界
文
学
全
集
で
ポ
ー

を
読
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
対
談
「
私
の
文
学
を
語
る
」
（
一
九
六
八
年

三
月
『
三
田
文
学
』
）
に
は
、「
安
部

「
世
界
文
学
全
集
」
と
い
う
の
は
、

大
体
中
学
の
終
り
か
ら
高
等
学
校
の
一
年
ぐ
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
読
み
ま
し
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た
。
あ
っ
た
で
し
ょ
う
、
昔
の
「
世
界
文
学
全
集
」
。
／
編
集

新
潮
社

で
し
た
ね
。
／
安
部

そ
れ
か
ら
戯
曲
の
全
集
。
」
と
あ
り
、
新
潮
社
の

全
集
を
読
ん
で
い
た
と
分
か
る
。
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
一
九

三
九
年
時
点
で
新
潮
社
が
出
版
し
て
い
た
世
界
文
学
全
集
は
『
世
界
文
学

全
集

ポ
オ
傑
作
集

緋
文
字
其
他
』（
一
九
二
九
年
一
月
、
新
潮
社
。

11

以
下
『
世
界
文
学
全
集
』
と
略
）（

二
）

の
シ
リ
ー
ズ
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を

読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
座
談
会
「
科
学
か
ら
空
想
へ

―
人

工
衛
星
・
人
間
・
芸
術
」
（
前
掲
）
で
「
ポ
ー
の
気
球
に
乗
っ
て
上
る
話

が
あ
る
で
し
ょ
う
、
今
か
ら
み
れ
ば
こ
っ
け
い
で
す
が
、
ず
っ
と
上
が
っ

て
行
く
と
地
球
が
く
ぼ
ん
で
見
え
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
」
と
、
『
世
界
文

学
全
集
』
未
収
録
の
「
ハ
ン
ス
・
プ
フ
ァ
ル
の
無
比
の
冒
険
」（
原
題
：T

he

U
nparalleled

A
dventure

of
H
ans

P
faall

）
に
言
及
し
て
い
る
。
後
の
エ

ッ
セ
イ
「
Ｓ
Ｆ
の
流
行
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
二
年
九
月
『
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
）
で
読
点
や
表
記
を
一
部
変
え
て
引
用
し
た
も
の
が
、
谷
崎
精
二

訳
「
ハ
ン
ス
・
プ
フ
ァ
ア
ル
の
無
比
の
冒
険
」
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

れ
と
訳
文
が
同
一
の
『
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
小
説
全
集

第
二
巻
』
（
一
九

四
一
年
七
月
、
春
陽
堂
）
・
『
妖
精
の
嶋
』（
一
九
四
七
年
十
月
、
蒼
樹
社
）

・
『
ポ
オ
小
説
全
集

二
』
（
一
九
四
八
年
四
月
、
春
陽
堂
）
の
い
ず
れ
か

を
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
よ
り
広
く
比
較
を
行
う
た

め
、
作
品
収
録
数
が
最
も
多
い
『
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
小
説
全
集
』
を
採
用

す
る
。
ま
た
、
「
Ｓ
Ｆ
の
流
行
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
で
は
、
「
メ
ェ
ル
ス

ト
ル
ム
の
大
渦
」
と
「
物
言
う
心
臓
」
（
原
題
：T

he
T
ell-T

ale
H
eart

）

の
名
前
も
出
し
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
国
立
国
会
図
書
館
編
『
明
治
・

大
正
・
昭
和

翻
訳
文
学
目
録
』
（
一
九
五
九
年
九
月
、
風
間
書
房
）
に

よ
れ
ば
、
「
物
云
う
心
臓
」
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
収
録
し
て
い

る
の
は
谷
崎
精
二
訳
の
『
赤
き
死
の
仮
面
』
（
一
九
一
三
年
七
月
、
泰
平

館
書
店
）（

三
）

と
『
赤
き
死
の
仮
面
』（
一
九
二
〇
年
六
月
、
言
誠
社
書
店
）

の
み
で
あ
る
が
、
収
録
作
品
と
訳
文
は
同
一
な
た
め
、
ど
ち
ら
を
読
ん
で

い
た
か
は
確
定
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
よ
り
発
行
日
の
新
し
い
言
誠
社

書
店
版
を
参
照
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
『
世
界
文
学
全
集
』
・
『
エ
ド
ガ

ア
・
ポ
オ
小
説
全
集
』
・
『
赤
き
死
の
仮
面
』
を
、
公
房
作
品
と
対
照
す
る
。

三
、
「
異
端
者
の
告
発
」
と
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」

小
説
「
異
端
者
の
告
発
」
は
、
一
九
四
八
年
六
月
『
次
元
』
に
発
表
後
、

作
品
集
『
夢
の
逃
亡
』
（
一
九
六
八
年
四
月
、
徳
間
書
店
）
に
改
稿
版
が

収
録
さ
れ
た
。

「
異
端
者
の
告
発
」
の
「
僕
」
は
、
近
来
、
人
類
が
「
他
人
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
間
」
を
許
容
し
な
く
な
っ
た
た
め
破
滅
に

瀕
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
自
分
を
告
発
し
て
異
端
の
存
在
を
示
す
こ

と
が
破
滅
を
回
避
す
る
術
だ
と
考
え
て
い
る
。
「
僕
」
は
連
日
警
察
や
裁

判
所
等
を
訪
ね
る
が
、
相
手
に
さ
れ
な
い
。
あ
る
日
、
居
酒
屋
で
会
っ
た

男
に
「

―
ご
注
意
な
さ
つ
た
方
が
良
い
で
す
よ
。
危
険
な
訴
訟
狂
が
町

を
う
ろ
つ
い
て
い
ま
す
よ
」
と
囁
か
れ
、
驚
い
た
「
僕
」
は
翌
日
か
ら
「
転

々
と
店
を
変
え
」
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
男
は
「
僕
の
居
る
店
に
」
来

た
た
め
「
僕
」
は
男
へ
憎
悪
を
募
ら
せ
、
あ
る
時
、
ナ
イ
フ
で
殺
そ
う
と

す
る
が
、
男
の
忠
告
に
気
を
削
が
れ
て
や
め
る
。
翌
朝
「
僕
」
は
、
「
自

分
の
顔
」
が
男
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
彼
が
「
僕
」
が
以
前
住
ん
で
い
た

町
の
、
百
年
前
の
市
長
Ｘ
に
も
似
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
以
降
、
男
は

Ｘ
と
呼
称
さ
れ
る
。
Ｘ
の
正
体
を
探
る
た
め
汽
車
で
町
へ
向
か
っ
た
「
僕
」

は
、
車
内
で
「
自
分
を
人
類
の
敵
と
信
じ
込
ん
で
い
る
」
「
僕
」
を
「
危

険
極
ま
る
」
と
す
る
Ｘ
の
社
説
を
読
み
、
Ｘ
が
「
僕
」
の
「
決
意
を
は
ば
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も
う
と
」
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
町
で
「
僕
」
は
Ｘ
に
遭
遇
し
、
Ｘ
が
「
最

後
の
忠
告
と
し
て
、
貴
方
が
そ
の
馬
鹿
げ
た
告
訴
を
中
止
す
る
余
地
を
残

し
て
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
置
き
ま
す
が
…
…
さ
も
な
け
れ
ば
、
や
は

り
、
瘋
癲
病
院
に
い
く
よ
り
他
な
い
で
し
よ
う
ね
」
と
語
り
か
け
て
き
た

た
め
反
論
す
る
が
、
返
事
は
な
い
。
不
審
に
思
っ
て
よ
く
見
る
と
、
そ
こ

に
い
た
の
は
銅
像
で
、
「
僕
」
は
「
彼
［
Ｘ
］
は
単
に
幻
影
に
す
ぎ
な
か

っ
た
」
の
か
と
考
え
る
。
元
の
町
に
戻
っ
た
「
僕
」
は
、
わ
ざ
と
警
察
に

捕
ま
り
、
「
言
わ
な
く
て
も
良
い
と
思
い
な
が
ら
Ｘ
の
風
貌
」
に
つ
い
て

話
し
た
た
め
、
警
官
か
ら
「
そ
り
や
お
前
の
顔
の
説
明
じ
や
な
い
か
」
と

怒
鳴
ら
れ
、
瘋
癲
病
院
に
入
れ
ら
れ
る
。

有
村
隆
弘
は
「
安
部
公
房
の
初
期
の
作
品
（

）
『
異
端
者
の
告
発
』：

2

ニ
ー
チ
ェ
の
影
響

―
リ
ル
ケ
、
ニ
ー
チ
ェ
、
カ
フ
カ

―
」
（
一
九
九

五
年
三
月
『
言
語
文
化
論
究
』
）
で
、
本
作
冒
頭
部
分
が
ニ
ー
チ
ェ
「
愉

楽
の
言
葉
」
（
原
題
：D

ie
fröhliche

W
issenschaft

）
に
類
似
し
、
テ
ー

マ
に
関
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
主
張
し
た
「
神
の
死
」
と
、
「
異
端
者
の
告

発
」
で
述
べ
ら
れ
る
社
会
規
範
の
崩
壊
が
、
絶
対
的
な
も
の
が
破
綻
し
て

い
る
と
い
う
点
で
類
似
す
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
異
端
者
の
告
発
」
の

主
人
公
「
僕
」
が
、
自
身
を
訴
訟
し
て
も
ら
う
た
め
に
公
証
人
・
弁
護
士

・
裁
判
所
等
を
連
日
訪
れ
て
は
拒
絶
さ
れ
る
点
と
、
カ
フ
カ
『
審
判
』
の

主
人
公
ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｋ
が
自
身
の
無
罪
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
徒
労
に
終

わ
る
点
と
の
類
似
、
お
よ
び
「
僕
」
が
Ｘ
に
生
き
方
の
忠
告
を
さ
れ
る
場

面
と
、
『
審
判
』
で
ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｋ
が
自
身
の
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て

僧
侶
か
ら
暗
示
を
受
け
る
場
面
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
別
に
、
主
人
公
と
Ｘ
の
顔
が
同
じ
で
あ
る
点
、
同

じ
顔
の
人
間
が
主
人
公
の
行
動
を
監
視
し
、更
に
妨
害
し
よ
う
と
す
る
点
、

そ
れ
が
言
葉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
点
、
主
人
公
が
同
じ
顔
の
人
物
を
殺
害

し
よ
う
と
す
る
点
で
、
ポ
ー
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
か
ら
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
。

『
世
界
文
学
全
集
』
収
録
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
は
、
言

誠
社
書
店
版
『
赤
き
死
の
仮
面
』
に
も
「
ウ
イ
リ
ア
ム
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
」

と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
部
、
句
読
点
の
位
置
や
語
彙
が
異
な
っ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
よ
り
出
版
日
の
新
し
い
前
者
に
拠
る
。
主
人
公
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
（
以
下
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
）
は
同
姓
同
名
の
男
（
以

下
、
ウ
ィ
ル
ス
ン
）
に
出
会
い
、
以
降
ウ
ィ
ル
ス
ン
か
ら
、
た
び
た
び
忠

告
さ
れ
た
た
め
彼
を
憎
む
。
あ
る
時
、
ウ
ィ
ル
ス
ン
の
顔
が
自
分
に
瓜
二

つ
だ
と
知
っ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
恐
怖
し
、
彼
か
ら
逃
げ
る
た
め
イ
ギ
リ
ス

国
内
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
転
々
と
し
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ウ
ィ
ル

ス
ン
は
や
っ
て
来
て
、
事
あ
る
ご
と
に
忠
告
を
囁
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、

「
私
の
計
画
を
粉
砕
し
、
若
し
く
は
実
行
を
妨
げ
ん
が
為
め
に
」
彼
は
つ

き
ま
と
い
、
「
計
画
を
実
行
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
却
つ
て
甚
だ
し
い
禍

ひ
を
醸
し
た
か
も
知
れ
な
い
」
場
合
に
干
渉
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ロ
ー

マ
で
再
び
囁
き
を
聞
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
激
怒
し
、
剣
で
ウ
ィ
ル
ス
ン
を

殺
す
が
、
直
後
に
彼
が
自
身
の
分
身
だ
っ
た
と
気
づ
く
。

両
作
品
に
は
、
四
つ
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
第
一
は
、
主
人
公
と
同

じ
顔
の
人
間
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
「
異
端
者
の
告
発
」
で
は
「
僕
」
の

分
身
と
し
て
Ｘ
が
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

と
同
姓
同
名
で
、
顔
も
背
丈
も
同
じ
ウ
ィ
ル
ス
ン
が
登
場
す
る
。
第
二
は
、

同
じ
顔
の
人
間
が
主
人
公
を
監
視
し
、
人
間
・
社
会
に
と
っ
て
害
に
な
り

そ
う
な
場
合
に
限
っ
て
妨
害
し
て
く
る
点
で
、
両
作
品
と
も
分
身
が
主
人

公
を
付
け
回
し
、
未
然
に
害
悪
を
防
い
で
い
る
。
第
三
は
、
妨
害
が
言
葉

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
点
で
あ
り
、
「
異
端
者
の
告
発
」
で
は
、
Ｘ
の
忠
告

が
「
僕
」
に
告
発
や
殺
人
を
思
い
止
ま
ら
せ
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
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ス
ン
」
で
は
、
ウ
ィ
ル
ス
ン
の
囁
き
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
悪
行
を
抑
止
す
る
。

第
四
は
、主
人
公
が
同
じ
顔
の
人
間
を
刃
物
で
殺
そ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。

「
異
端
者
の
告
発
」
で
「
僕
」
は
Ｘ
を
ナ
イ
フ
で
殺
そ
う
と
し
、
「
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
剣
で
分
身
を
殺
害
す
る
。

ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ゲ
ル
を
扱
っ
た
作
品
は
古
今
東
西
数
多
い
が
、
同
じ
顔

の
分
身
が
主
人
公
の
悪
行
を
妨
害
す
る
点
が
類
似
す
る
た
め
「
異
端
者
の

告
発
」
が
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
の
影
響
を
受
け
た
蓋
然
性
は

高
い
だ
ろ
う
。

相
違
点
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
「
僕
」
は

対
象
人
物
の
殺
害
に
失
敗
し
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
成
功
し
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、
「
僕
」
の
告
発
に
関
す
る
考
え
が
Ｘ
と
異
な
る
の
に
対
し
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
の
行
為
は
ウ
ィ
ル
ス
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
双
方
か
ら
「
禍
ひ
」
と

み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、「
異
端
者
の
告
発
」
で
は
市
民
の
「
僕
」

と
役
職
を
持
つ
Ｘ
と
で
社
会
的
地
位
が
異
な
る
が
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ

ィ
ル
ス
ン
」
に
そ
う
し
た
差
は
な
い
こ
と
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
行
為
は
、
社

会
規
範
上
の
悪
行
で
あ
り
、
ウ
ィ
ル
ス
ン
は
彼
を
咎
め
る
良
心
の
よ
う
な

存
在
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
個
人
の
内
で
の
道
徳
心
と
悪
徳
の
葛
藤
が
ポ

ー
の
主
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
公
房
作
品
の
「
僕
」
は
、
自
分
の

告
発
が
人
類
を
救
う
善
行
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
監
視
員
や
陪
審
員
と
し

て
権
力
側
に
立
つ
Ｘ
は
そ
れ
を
悪
と
考
え
て
い
る
。
「
僕
」
が
告
発
を
し

よ
う
と
す
る
契
機
は
、
人
類
が
少
数
派
を
許
容
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
「
僕
」
の
告
発
行
為
は
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
を
排
除
し
、
人
間
を
均
一
化
し
よ
う
と
す
る
社
会
へ
の
抵
抗
で
あ

り
、
社
会
的
地
位
の
高
い
Ｘ
に
よ
る
妨
害
は
、
権
力
か
ら
の
抑
圧
と
読
め

る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
公
房
作
品
は
、
社
会
規
範
の
変
革
者
（
「
僕
」
）
と
権

力
者
（
Ｘ
）
の
争
い
を
主
題
と
し
、
「
僕
」
と
Ｘ
を
分
身
関
係
に
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
内
面
で
も
起
き
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ポ
ー
と
異
な
り
、
分
身
を
殺
害
で
き
ず
に
終
わ
る
こ
と
で
、
Ｘ
に

象
徴
さ
れ
る
同
調
圧
力
へ
の
志
向
が
、
個
人
の
内
部
に
強
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
よ
り
、
両
者
と
も
個
人
の
内
面

的
葛
藤
を
扱
っ
て
い
る
が
、
ポ
ー
は
社
会
規
範
に
お
け
る
良
心
と
悪
徳
を

対
立
さ
せ
る
一
方
、
公
房
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
共
感
と
抑
圧
を
対
比
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
「
ど
れ
い
狩
り
」
と
「
ち
ん
ば
蛙
」

未
完
の
小
説
「
奴
隷
狩
」
（
一
九
五
四
年
十
二
月
・
三
月
『
文
芸
』
）
を

も
と
に
し
た
戯
曲
「
ど
れ
い
狩
り
」
は
、
一
九
五
五
年
七
月
『
新
日
本
文

学
』
に
発
表
さ
れ
、
改
稿
版
が
『
ど
れ
い
狩
り
・
快
速
船
・
制
服
』
（
一

九
五
五
年
九
月
、
青
木
書
店
）
に
収
録
さ
れ
た
。

「
ど
れ
い
狩
り
」
の
閣
下
と
呼
ば
れ
る
男
の
も
と
へ
、
探
検
家
が
、
人

間
に
そ
っ
く
り
で
、
短
期
間
に
多
く
の
子
供
を
出
産
す
る
珍
獣
ウ
エ
ー
の

雌
雄
一
対
を
連
れ
て
く
る
。
彼
は
ウ
エ
ー
を
「
西
部
太
平
洋
中
央
水
域
」

に
あ
る
未
開
の
島
で
見
つ
け
た
と
い
う
。
閣
下
は
、
ウ
エ
ー
に
感
激
す
る

が
、
娘
の
芳
子
は
人
間
で
な
い
か
と
疑
う
。
実
際
、
ウ
エ
ー
は
人
間
で
、

金
を
だ
ま
し
取
る
た
め
探
検
家
の
指
示
で
演
技
を
し
て
い
た
。
ウ
エ
ー
を

労
働
力
と
し
て
各
国
に
輸
出
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
閣
下
に
、
大
臣
は
賛

意
を
示
し
、
彼
ら
は
探
検
家
に
ウ
エ
ー
の
生
息
す
る
島
へ
の
案
内
を
依
頼

す
る
。
探
検
家
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
た
め
ウ
エ
ー
は
自
分
達
が
人

間
だ
と
告
白
す
る
が
、
閣
下
は
そ
れ
を
認
め
な
い
。
押
し
問
答
を
す
る
内

に
、
秘
書
の
告
発
を
聞
い
た
大
臣
が
、
警
官
と
共
に
邸
宅
へ
押
し
入
り
、

そ
の
場
の
人
間
を
全
員
檻
に
閉
じ
込
め
る
。
国
家
は
一
部
の
人
間
の
口
を



- 45 -

き
け
な
く
し
、ウ
エ
ー
と
し
て
飼
育
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
の
だ
っ
た
。

大
臣
は
、
人
生
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
ウ
エ
ー
に
な
り
た
が
っ
て
い

た
芳
子
以
外
が
、
自
分
は
人
間
だ
と
騒
ぐ
の
を
黙
殺
し
て
、
邸
宅
を
去
る
。

先
述
の
通
り
日
高
が
本
作
と
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
・
「
タ
ー
ル
博
士
と

フ
ェ
ザ
ー
教
授
の
治
療
法
」
の
間
に
関
連
性
が
窺
え
る
と
述
べ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
両
作
品
と
も
珍
獣
が
作
品
の
鍵
と
な
る
点
で

共
通
し
て
い
る
が
、
物
語
展
開
や
設
定
に
類
似
が
殆
ど
な
く
、
後
者
に
つ

い
て
も
、
日
高
の
主
張
は
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
も
具
体
的
に
影

響
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
本
作
は
、
人

間
が
珍
獣
の
フ
リ
を
す
る
点
、
そ
れ
が
欺
瞞
目
的
で
行
わ
れ
る
点
、
末
尾

で
獣
の
正
体
が
明
か
さ
れ
、
そ
の
フ
リ
を
し
て
い
た
人
間
が
抹
殺
さ
れ
る

点
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
「
ち
ん
ば
蛙
」
に
影
響
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

「
ち
ん
ば
蛙
」（
以
下
、
前
掲
『
世
界
文
学
全
集
』
に
拠
る)

の
主
人
公

は
侏
儒
の
道
化
で
、
見
た
目
と
歩
き
方
か
ら
、
ち
ん
ば
蛙
と
呼
ば
れ
る
。

彼
の
主
で
あ
る
王
は
、
七
人
の
家
臣
と
仮
面
舞
踏
会
で
の
仮
装
に
つ
い
て

相
談
し
て
お
り
、
ち
ん
ば
蛙
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
る
が
、
そ
の
際
、
酔

っ
た
勢
い
で
ち
ん
ば
蛙
の
恋
人
の
ト
リ
ぺ
ッ
タ
を
侮
辱
す
る
。
そ
の
時
、

ち
ん
ば
蛙
は
「
素
晴
ら
し
い
趣
向
が
」
浮
か
ん
だ
と
、
燃
え
や
す
い
素
材

を
使
っ
て
、
「
こ
の
物
語
の
あ
つ
た
時
代
に
は
、
文
明
圏
で
は
何
処
に
も

滅
多
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
」
「
猩
々
」
の
仮
装
を
し
、
八
人
を
鎖
で
連
結

す
る
よ
う
提
言
す
る
。
喜
ん
で
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
王
達
の
仮
装
を
当
日

見
た
賓
客
の
多
く
は
、
「
こ
の
物
凄
い
生
き
物
を
猩
々
と
迄
は
思
ひ
も
つ

か
な
く
と
も
、
何
か
本
物
の
獣
だ
と
想
像
」
し
、
「
多
く
の
婦
人
は
驚
愕

の
余
り
気
絶
し
た
」
。
暫
く
し
て
、
ち
ん
ば
蛙
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
吊
る

す
鉤
を
使
っ
て
彼
ら
を
天
井
に
吊
り
上
げ
て
火
を
つ
け
、
そ
の
直
後
、
獣

の
正
体
を
明
か
し
、
協
力
者
の
ト
リ
ペ
ッ
タ
と
共
に
逃
亡
し
た
。

両
作
品
に
は
三
つ
の
類
似
点
が
存
在
す
る
。
第
一
に
、
他
人
の
指
示
で

人
間
が
珍
獣
の
フ
リ
を
す
る
点
で
、
「
ど
れ
い
狩
り
」
で
は
、
探
検
家
の

指
示
を
受
け
た
男
女
が
珍
獣
ウ
エ
ー
を
演
じ
、
「
ち
ん
ば
蛙
」
で
は
、
ち

ん
ば
蛙
の
提
案
を
採
用
し
た
王
と
家
臣
が
、
「
文
明
圏
で
は
何
処
に
も
滅

多
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
」
「
猩
々
」
の
仮
装
を
す
る
。
第
二
に
、
演
技
な

い
し
は
変
装
が
欺
瞞
を
目
的
と
す
る
点
で
あ
る
。
「
ど
れ
い
狩
り
」
で
は

金
の
詐
取
を
目
的
と
し
、
「
ち
ん
ば
蛙
」
で
は
王
達
が
仮
面
舞
踏
会
の
参

加
者
を
驚
か
せ
る
こ
と
を
、
ち
ん
ば
蛙
が
王
達
の
殺
害
を
、
そ
れ
ぞ
れ
目

的
と
す
る
。
第
三
に
、
作
品
末
尾
で
獣
の
正
体
が
明
か
さ
れ
、
演
じ
て
い

た
人
間
が
抹
殺
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
「
ど
れ
い
狩
り
」
で
は
、
ウ
エ
ー
は

人
間
だ
と
暴
露
し
た
演
者
が
、
大
臣
の
策
略
で
ウ
エ
ー
と
さ
れ
続
け
、
社

会
か
ら
抹
殺
さ
れ
る
。
「
ち
ん
ば
蛙
」
で
は
、
ち
ん
ば
蛙
が
王
達
を
殺
し

た
後
、
「
猩
々
」
の
正
体
を
告
げ
る
。

以
上
か
ら
、
「
ど
れ
い
狩
り
」
が
「
ち
ん
ば
蛙
」
の
影
響
を
受
け
た
可

能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

「
ち
ん
ば
蛙
」
は
身
分
の
低
い
男
が
、
珍
獣
の
仮
装
を
利
用
し
て
高
貴

な
人
間
に
復
讐
す
る
話
で
あ
り
、
身
分
を
ひ
っ
く
り
返
す
た
め
の
頓
智
や

復
讐
の
達
成
が
主
題
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
ど
れ
い
狩
り
」
で
は
、
そ
う

し
た
身
分
転
位
は
起
き
ず
、
人
間
を
ウ
エ
ー
に
仕
立
て
た
探
検
家
や
ウ
エ

ー
の
演
者
は
、
ち
ん
ば
蛙
と
違
っ
て
権
力
者
に
対
抗
で
き
な
い
ま
ま
、
ウ

エ
ー
と
し
て
監
禁
さ
れ
て
し
ま
う
。
探
検
家
の
作
り
出
し
た
ウ
エ
ー
と
い

う
概
念
を
利
用
し
て
国
家
は
金
儲
け
を
画
策
し
て
い
る
点
か
ら
、
む
し
ろ

支
配
者
の
権
力
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
ウ
エ
ー
輸
出
事
業
の
た
め
に
一
部

の
人
間
を
ウ
エ
ー
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
利
益
の
た

め
な
ら
ば
人
権
侵
害
も
厭
わ
な
い
国
家
の
残
虐
さ
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
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え
よ
う
。
こ
こ
か
ら
公
房
は
、
国
益
の
た
め
に
個
人
を
犠
牲
に
す
る
理
不

尽
さ
や
、
国
家
権
力
の
強
固
さ
を
主
題
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
「
第
四
間
氷
期
」
と
「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」

小
説
「
第
四
間
氷
期
」
は
一
九
五
八
年
七
月
か
ら
一
九
五
九
年
三
月
に

か
け
て
『
世
界
』
に
連
載
さ
れ
、
そ
れ
を
改
稿
し
た
『
第
四
間
氷
期
』（
一

九
五
九
年
七
月
、
講
談
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
更
に
改
稿
し
た
『
第
四

間
氷
期
』
（
一
九
六
四
年
五
月
、
早
川
書
房
）
が
出
版
さ
れ
た
。

以
下
、
「
第
四
間
氷
期
」
に
お
い
て
、
ポ
ー
の
影
響
が
窺
え
る
場
面
を

概
括
す
る
。
予
言
機
械
を
完
成
さ
せ
た
勝
見
博
士
は
、
試
運
転
と
し
て
偶

然
町
で
見
か
け
た
土
田
の
運
命
を
予
言
す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
タ
収
集

の
た
め
、
助
手
の
頼
木
と
尾
行
し
た
と
こ
ろ
、
土
田
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

尾
行
し
て
い
た
こ
と
で
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
勝
見
と
頼
木

は
、
予
言
機
械
を
使
っ
て
土
田
の
死
体
に
話
を
聞
く
こ
と
に
す
る
。
勝
見

は
研
究
を
統
括
す
る
官
僚
に
死
体
を
病
院
へ
運
ば
せ
、
身
体
デ
ー
タ
を
採

取
、そ
れ
を
予
言
機
械
に
入
力
し
て
機
械
内
に
土
田
の
人
格
を
再
現
し
た
。

勝
見
は
、
土
田
を
質
疑
す
る
も
、
自
身
が
死
者
だ
と
信
じ
ら
れ
な
い
彼
は

聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
そ
こ
で
彼
の
記
憶
を
事
件
当
日
に
巻
き
戻
し
て
視

覚
情
報
を
再
現
し
た
が
、
犯
人
の
顏
は
分
か
ら
な
い
。
勝
見
は
、
頼
木
の

提
案
通
り
機
械
の
中
の
土
田
に
「
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
の
だ
と
思
い
込
ま

せ
」
て
か
ら
「
復
讐
心
を
あ
お
」
る
こ
と
で
、
事
件
の
話
を
聞
く
こ
と
に

成
功
す
る
。

磯
田
光
一
は
「
解
説
」
（
一
九
七
〇
年
八
月
、
新
潮
文
庫
『
第
四
間
氷

期
』
）
に
お
い
て
、
本
作
で
描
か
れ
る
、
鰓
呼
吸
で
き
る
よ
う
に
改
造
さ

れ
た
水
棲
人
の
創
出
プ
ロ
セ
ス
は
、
「
〝
遺
伝
〟
が
〝
環
境
〟
に
よ
っ
て

変
え
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し
た
」
「
ル
イ
セ
ン
コ
の
遺
伝
学
に
近
い
思
考

に
依
拠
」
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
鳥
羽
耕
史
も
「
安
部
公
房
『
第
四
間
氷

期
』

―
水
の
な
か
の
革
命

―
」（
一
九
九
七
年
十
月
『
国
文
学
研
究
』
）

に
お
い
て
、
同
様
に
述
べ
る
。
ま
た
、
鳥
羽
は
、
被
害
者
の
死
体
を
分
析

す
る
場
面
が
、
脳
に
電
流
を
流
す
こ
と
で
身
体
反
応
を
観
察
で
き
る
と
す

る
、
当
時
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
神
経
科
学
的
知
見
と
パ
ブ
ロ
フ
生
理
学
に
基

づ
き
、
電
子
計
算
機
で
神
経
を
制
御
す
る
と
い
う
発
想
が
、
「
一
九
四
八

年
、
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
」

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
哺
乳
類
水
棲
化

技
術
へ
の
ル
イ
セ
ン
コ
遺
伝
学
の
影
響
に
つ
い
て
、
杣
谷
秀
紀
は
「
安
部

公
房
『
第
四
間
氷
期
』
論
：
Ｓ
Ｆ
・
仮
説
・
グ
ロ
テ
ス
ク
」
（
二
〇
一
四

年
十
月
『
日
本
文
藝
研
究
』
）
で
、
ジ
ャ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
『
人
間
は
改
造

さ
れ
る
か
』
（
丹
羽
小
弥
太
訳
、
一
九
五
七
年
十
二
月
、
講
談
社
）
が
具

体
的
な
典
拠
だ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
と
は
別
に
、
先
述
し
た
場
面
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
技

術
を
用
い
て
死
者
と
会
話
す
る
点
、
死
者
な
い
し
は
瀕
死
の
人
物
の
肉
体

が
、
施
術
者
か
ら
の
刺
激
で
動
く
点
、
死
者
へ
の
施
術
が
実
験
を
目
的
と

し
て
い
る
点
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の

真
相
」
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」(

谷
崎
精
二
訳
、
一
九
四
三
年
五

月
、
春
陽
堂
『
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
小
説
全
集

第
五
巻
』
所
収
。
以
下
、

引
用
は
、
こ
れ
に
拠
る)

の
「
私
」
は
、
死
者
へ
の
催
眠
術
に
関
心
を
持

ち
、
実
験
台
と
し
て
死
期
の
近
い
友
人
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
を
選
ぶ
。
彼
は
提

案
を
受
け
入
れ
、
末
期
に
催
眠
術
を
か
け
て
も
ら
う
。
「
私
」
は
、
催
眠

状
態
の
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
と
数
度
質
疑
を
し
た
後
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談

し
、
死
ぬ
ま
で
そ
っ
と
す
る
こ
と
に
決
め
て
自
宅
に
一
旦
帰
り
、
翌
日
の
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午
後
、
再
び
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
。
彼
は
未
だ
死
ん
で
お
ら
ず
、
催
眠
術

の
効
能
で
一
命
を
取
り
止
め
て
い
る
よ
う
に
「
私
」
に
は
思
わ
れ
、
催
眠

術
を
解
く
べ
き
か
迷
っ
た
が
、
数
日
後
に
覚
醒
実
験
の
実
施
を
決
め
る
。

そ
の
際
、
医
師
の
提
案
を
受
け
た
「
私
」
が
、
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
に
「
君
が

今
何
を
感
じ
て
ゐ
る
か
、
又
は
願
つ
て
ゐ
る
か
、
説
明
し
て
貰
へ
な
い
か

ね
？
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
は
「
僕
を
眠
ら
せ
て
く
れ
給
へ
！

―
で
な
け

れ
ば
直
ぐ
！

―
僕
を
起
し
て
く
れ
給
へ
！
」
と
叫
ん
だ
。
「
私
」
は
す

ぐ
覚
醒
の
処
置
を
と
っ
た
が
、そ
の
間
に
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
の
体
は
突
然
「
忌

ま
は
し
く
腐
敗
し
た
、
む
つ
と
す
る
様
な
、
殆
ど
液
体
と
な
つ
た
肉
塊
」

へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

両
作
品
に
は
三
つ
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
科
学
的
な
手
法

で
死
者
と
交
信
す
る
点
で
あ
る
。
「
第
四
間
氷
期
」
で
は
、
予
言
機
械
が

土
田
の
人
格
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
勝
見
は
死
者
と
意
思
疎
通
で
き
、「
ヴ

ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」
で
は
、
「
私
」
が
瀕
死
の
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア

に
催
眠
術
を
か
け
る
こ
と
で
、
死
後
に
彼
と
会
話
で
き
た
。

第
二
に
、
死
者
な
い
し
は
瀕
死
の
人
物
の
肉
体
が
、
施
術
者
か
ら
の
刺

激
で
動
く
点
で
あ
る
。
「
第
四
間
氷
期
」
で
は
、
死
体
を
分
析
す
る
際
、

以
下
の
描
写
が
な
さ
れ
る
。

（
前
略
）
数
本
の
針
が
、
体
の
各
部
に
さ
さ
り
、
壁
に
は
め
込
ま
れ

た
何
十
本
と
い
う
ラ
ン
プ
の
列
が
、
縦
横
に
組
合
せ
（
機
械
の
言
葉
）

を
変
え
な
が
ら
点
滅
し
て
い
く
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
箱
の
屍
体
が
、

ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
に
自
由
な
運
動
を
し
は
じ
め
る
の
だ
。
運

動
は
、
足
先
か
ら
上
半
身
へ
と
次
第
に
う
つ
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は

唇
を
う
ご
か
し
、
目
を
見
開
か
せ
、
表
情
筋
ま
で
を
も
自
由
に
あ
や

つ
っ
た
。

一
方
、
「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」
で
は
、
「
私
」
が
ヴ
ア
ル
デ

マ
ア
に
催
眠
術
を
か
け
た
際
に
、
「
彼
の
手
は
力
な
く
は
あ
つ
た
が
、
容

易
く
私
の
手
が
命
ず
る
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
と
動
き
出
し
た
。
」
と
記
述
さ

れ
、
更
に
「
私
」
の
質
問
に
対
し
て
彼
は
、
「
眼
は
眼
球
の
白
い
処
が
見

え
る
程
大
き
く
開
」
き
、
唇
を
動
か
し
て
応
じ
る
。
物
語
の
後
半
で
、
指

示
を
受
け
て
も
腕
は
動
か
な
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
「
私
」
の
質
問
に
は

「
舌
が
顫
へ
動
」
い
て
い
る
。

第
三
に
、
死
者
な
い
し
は
瀕
死
の
人
間
へ
の
処
置
が
実
験
を
目
的
と
す

る
点
で
あ
る
。
「
第
四
間
氷
期
」
で
は
、
殺
人
の
嫌
疑
が
か
か
る
の
を
防

ぎ
た
い
勝
見
と
頼
木
が
、
土
田
殺
し
の
犯
人
を
見
つ
け
る
た
め
彼
の
人
格

を
再
現
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

［
勝
見
］
「
い
い
だ
ろ
う
。
口
実
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、［
死
者
の
再
現

は
］
実
際
に
も
や
り
が
い
の
あ
り
そ
う
な
仕
事
だ
な
。
屍
体
か
ら
は

じ
め
る
っ
て
の
は
、
た
し
か
に
名
案
か
も
し
れ
な
い
よ
。
」

［
頼
木
］
「
ま
あ
、
言
っ
て
み
り
ゃ
、
数
学
的
帰
納
法
の
第
一
項
に

な
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
…
…
そ
れ
か
ら
、
女
が
第
二
項
だ
…
…
偶
然

だ
と
は
い
え
、
上
手
い
サ
ン
プ
ル
が
そ
ろ
っ
て
く
れ
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
」

「
そ
れ
か
ら
、
う
ま
く
行
け
ば
、
別
に
真
犯
人
も
い
る
わ
け
だ
。
コ

イ
ツ
が
第
三
項
か
な
…
…
？
」

「
い
や
、
そ
い
つ
は
も
う
、
実
用
段
階
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
、
［
国

の
］
委
員
会
を
つ
り
上
げ
る
た
め
の
、
き
め
手
の
餌
に
な
っ
て
く
れ

ま
す
よ
…
…
」
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と
い
う
会
話
か
ら
、
予
言
機
械
を
試
運
転
し
た
い
二
人
が
、
死
者
の
再
現

を
、機
械
の
性
能
を
示
す
材
料
と
見
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、ま
た
「
［
死

者
の
再
現
は
］
実
際
に
や
り
が
い
の
あ
り
そ
う
な
仕
事
だ
な
。
」
と
い
う

発
言
か
ら
、
予
言
機
械
の
製
作
者
で
あ
る
勝
見
が
、
死
者
の
再
現
を
機
械

の
性
能
実
験
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」
で
は
、
「
ま
だ
死
者
に
催
眠
術
を

施
し
た
者
が
一
人
も
な
い
と
云
ふ
事
」
に
気
が
付
い
た
「
私
」
が
、
死
者

に
催
眠
術
を
か
け
る
目
的
と
し
て
、

第
一
に
、
相
手
の
催
眠
術
に
罹
る
感
受
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
第
二

に
、
若
し
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
死
と
云
ふ
状
態
に
於
い
て
害

は
れ
る
も
の
か
、
叉
殖
え
る
も
の
か
、
更
に
第
三
に
、
ど
の
程
度
迄
、

或
ひ
は
ど
れ
程
長
い
期
間
、
死
の
蚕
食
が
催
眠
術
を
施
す
事
に
よ
つ

て
阻
止
さ
れ
得
る
か
、
と
云
ふ
事
が
調
査
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
実
験
が
目
的
だ
っ
た
と
分
か
る
。

以
上
か
ら
、
「
第
四
間
氷
期
」
は
「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」

の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

相
違
点
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
施
術
の
動
機
が
異
な
っ
て
い

る
。
「
第
四
間
氷
期
」
で
は
、
予
言
機
械
の
性
能
実
験
と
い
う
勝
見
の
知

的
な
興
味
以
外
に
、
殺
人
の
嫌
疑
を
避
け
る
こ
と
も
目
的
だ
が
、
「
ヴ
ア

ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」
で
は
、
「
私
」
の
知
的
好
奇
心
だ
け
が
動
機

で
あ
る
。
第
二
に
、
死
者
な
い
し
は
瀕
死
の
人
間
の
立
ち
位
置
が
異
な
る
。

「
第
四
間
氷
期
」
の
土
田
は
死
後
、
本
人
や
遺
族
の
許
可
な
く
勝
手
に
分

析
さ
れ
る
し
、
予
言
機
械
内
に
再
現
さ
れ
た
彼
の
疑
似
人
格
は
勝
見
に
制

御
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
「
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
氏
病
症
の
真
相
」
の
ヴ
ア
ル

デ
マ
ア
は
自
主
的
に
実
験
へ
参
加
す
る
。
彼
は
最
初
こ
そ
暗
示
に
従
っ
て

い
た
が
、
段
々
催
眠
術
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
き
、
「
私
」
は
彼
に
起
き

た
出
来
事
に
つ
い
て
、「
全
体
の
物
凄
さ
」
や
「
此
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
」

特
性
を
感
じ
た
り
、
「
殊
に
異
様
な
現
象
」
だ
と
考
え
た
り
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
点
か
ら
公
房
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ポ
ー

作
品
で
は
、
ヴ
ア
ル
デ
マ
ア
に
か
け
た
催
眠
術
が
段
々
と
「
私
」
の
埒
外

へ
移
っ
て
予
想
だ
に
し
な
い
事
象
が
起
こ
る
た
め
、
死
や
人
間
に
ま
つ
わ

る
驚
異
と
、
催
眠
術
に
代
表
さ
れ
る
科
学
の
限
界
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
一
方
、
公
房
作
品
で
は
、
死
体
が
許
可
な
く
実
験
に
回
さ
れ

る
点
や
、
再
現
さ
れ
た
人
格
が
科
学
者
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
点
、
被

験
者
の
土
田
に
実
験
の
説
明
が
与
え
ら
れ
な
い
点
か
ら
、
科
学
技
術
や
そ

の
使
用
者
の
傲
岸
さ
、
お
よ
び
人
間
が
両
者
に
支
配
さ
れ
る
様
が
描
写
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
本
作
末
尾
で
、
あ
る
予
言
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

勢
力
に
よ
る
勝
見
の
殺
害
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
科
学
技
術
と
そ

の
使
用
者
に
よ
る
人
間
へ
の
暴
力
や
抑
圧
を
隠
喩
し
て
い
る
と
読
み
取
れ

る
。
こ
の
結
末
や
意
思
表
示
で
き
な
い
胎
児
が
水
棲
人
に
改
造
さ
れ
る
と

い
う
展
開
を
踏
ま
え
る
と
、
死
者
と
の
交
信
の
場
面
も
、
科
学
技
術
と
そ

れ
を
扱
う
者
が
人
間
を
軽
視
し
、
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
す

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
両
作
品
の
実
験
動
機
の
違
い
か
ら
、
本
作
は
、
科

学
的
探
究
が
純
粋
に
知
的
な
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
な
利
害
と
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
「
第
四
間

氷
期
」
は
、
科
学
技
術
や
そ
の
使
用
者
が
、
人
間
を
軽
視
し
、
支
配
し
て

い
る
様
や
、
科
学
的
な
営
み
が
、
知
的
好
奇
心
だ
け
で
な
く
、
利
害
関
係

に
よ
っ
て
も
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
描
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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結
び

公
房
は
ポ
ー
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
従
来
の
研
究
で
、
具
体

的
に
影
響
関
係
を
指
摘
し
た
も
の
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

本
稿
で
は
公
房
が
読
ん
だ
ポ
ー
の
翻
訳
を
検
討
し
た
後
、
両
者
の
作
品
を

比
較
、
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

検
証
の
結
果
、「
異
端
者
の
告
発
」
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
、

「
ど
れ
い
狩
り
」
は
「
ち
ん
ば
蛙
」
、
「
第
四
間
氷
期
」
は
「
ヴ
ア
ル
デ
マ

ア
氏
病
症
の
真
相
」
が
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
ポ
ー
か
ら

設
定
や
物
語
の
展
開
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
書
き
換
え
に
終
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
公
房
独
自
の
主
題
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
論

じ
た
作
品
以
外
に
も
、
ポ
ー
か
ら
影
響
を
受
け
た
作
品
は
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
別
作
品
の
比
較
も
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

［
注
］

（
一
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
七
三
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
（
生

前
未
発
表
）。

（
二
）
収
録
作
品
は
、
「
黄
金
蟲
」
、
「
黒
猫
」
、
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
、
「
マ
リ
イ

・
ロ
ー
ジ
ェ
の
秘
密
」
、「
盗
難
書
類
」（
原
題
：T

he
Purloined

L
etter

）
、「
大

渦
の
底
」（
原
題
：A

D
escent

into
the

M
aelstrom

）
、「
ち
ん
ば
蛙
」
、
「
ア

モ
ン
テ
ィ
ラ
ア
ド
の
樽
」
、「
告
げ
口
心
臓
」
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
」
、

「
リ
ジ
ー
ア
」
、
「
ア
ッ
シ
ャ
ア
家
の
没
落
」
、「
赤
き
死
の
仮
面
」
、「
早
過
ぎ

た
埋
葬
」
、「
細
長
い
箱
」
、「
楕
円
形
の
肖
像
」
、「
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
の
地
所
」
、

「
ラ
ン
ダ
ア
の
屋
敷
」
、
「
影
」
、
「
沈
黙
」
、「
モ
ノ
ス
と
ユ
ナ
の
対
話
」
の
二

十
一
作
。

（
三
）
収
録
作
品
は
、「
赤
き
死
の
仮
面
」
、「
ウ
イ
リ
ア
ム
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
」
、「
楕

円
形
の
肖
像
」
、
「
ア
ッ
シ
ア
ー
館
の
滅
落
」
、
「
モ
ノ
ス
と
ウ
ナ
の
対
話
」
、

「
影
」
、
「
沈
黙
」
、
「
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
の
地
所
」
、「
ラ
ン
ド
ア
の
屋
敷
」
、
「
早

す
ぎ
た
埋
葬
」
、「
物
云
ふ
心
臓
」
の
十
一
作
。

［
付
記
］

引
用
文
に
つ
い
て
、
安
部
公
房
の
小
説
・
戯
曲
は
初
出
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
は
『
安
部
公
房
全
集
』
（
全
三
十
巻
、
一
九
九
七
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三

月
、
新
潮
社
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
ま
た
、
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ

は
略
し
た
。［
］
内
は
糸
賀
に
よ
る
注
記
、「
／
」
は
改
行
を
示
す
。

（
い
と
が

か
ん
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
）


